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２ 太郎、次郎、三郎の３人がこの順で前を向いて一列に並んで立っている。 

  はじめに、白い帽子３つと黒い帽子２つを用意し、３人はいずれかの帽子 

  をかぶっているが、自分では何色か知らない。また、３人ともどの帽子が 

  残されているかはわからない。わかるのは自分の前に立つ者の帽子の 

  色だけ（次郎は太郎の、三郎は太郎、次郎の色がわかる）。ここで３人に 

  「自分の帽子の色がわかるか」と質問したところ、三郎は「決められない」 

  と答えた。それを聞いた次郎は「私も決められない」と答えた。２人の答を 

  聞いた太郎は「わかりました。自分の色は白です。」と正しく言い当てた。 

   太郎はどのように考え、自分の帽子の色を導出したか、その論理をわ 

  かりやすく説明せよ。 
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以上「推薦入学年鑑」（栄美通信）より 

 


